
 

 

 

 

 
 

 

子どものやる気に火をつける！ 
 

先日の授業参観では、保護者の皆さまが、日

付や時間の分散、教室内の定員を意識していた

だいたおかげで、各教室では、とても落ち着い

た授業風景となり、那加三小の保護者の皆さま

の、ご理解とご協力を感じることができまし

た。本当にありがとうございました。 

授業参観では、学習へのやる気がみなぎる、

子どもたちの姿がありました。きっと、いつも

よりも落ち着いて、いつもよりもよく考え、い

つもよりもたくさん書こうとし、いつもよりも

挙手をがんばったに違いありません。 

保護者の皆さまのご参観は、子どもたちの応援となって、文字通り、やる気に火をつけたのです。 

 

子どもたちのやる気に火がつくとき、それはどんな時でしょう？ 

 

① 子どもたちの小さなやる気が、認めの言葉で大きくなるとき。 

こんな言葉を。「すごいね！」「おもしろいね！」「うまいね！」「とっても丁寧だね！」 
 

② 子どもたちの興味や関心の芽に、周りが理解を示してくれたとき。 

こんな言葉を。「がんばったことを見せてね！」「もっとよく教えてほしいな！」 
 

③ 子どもたちのがんばりたいことと活動が、ピタリと一致したとき。 

こんな言葉を。「どんなことをしたいの？」「したいことを応援するよ！」 
 

④ 子どもたち自身が、自分のがんばりに気づくとき。 

こんな言葉を。「～ができるようになったね。」「～が成長したね。」「上手になったね！」 
 

⑤ 友達や家族の支えに気づき、もっとがんばりたいと思ったとき。 

こんな言葉を。「応援してもらうってうれしいね。」「ありがとうって伝えようね。」 

 

 夏休みまでのこのひと月、子どものやる気に火をつけて、夏休みを迎えたいと感じています。休校期

間があった昨年度とは違い、今年度は従来通りの学習過程で進んでいますので、無理なく学年に応じた

夏休み前が迎えられると思います。昨日より持ち帰りを開始した、iPad も、子どものやる気に火をつ

ける、キーアイテムのひとつになるはずです。いっそうご家庭での会話を多くしていただいて、良いま

とめの時期となさってください。 （文責 校長 加藤浩幸）  

（文責 校長 加藤浩幸） 
 

那加三だより  

那加第三小学校 

学校だより 

 Ｒ３．６．２４ 
学校の教育目標 「かしこく ゆたかに たくましく」 

←学校ホームページで、子ども達の姿をご覧ください http://edu-kakamigahara.com/naka3sho/ 
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